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　今後も，１か月に１回程度，講座や体験実習，イベントなどを開催します。具体的な内容や日程などが
決まりましたらお知らせしますので，ご参加ください。

編集／三原市大和人権文化センター
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電話／0847-33-1308
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今年度 第６回目の人権学習会を開催します。

大和人権文化センター ２階集会室

ＮＰＯ法人ゆにばーさる理事

平成２９年（２０１７年）２月２５日（土）

１３時３０分から １５時まで

「市民の人権と登録型本人通知制度」

12月10日(土)，「世界人権宣言の精神と日本の人権状況」と題して，部落解放同盟広島

県連合会副委員長 岡田 英治さんによる人権学習会を開催しました。参加者は26名でし

た。

世界人権宣言は，1948年12月10日の第３回国連総会で採択され,その精神は｢自由，正

義及び平和の基礎は人権｣であると宣言しています。

こうした中で世界の指導者は，日本の人権状況を「日本は経済黒字であるが人権は赤字。

人権で尊敬される国に。地球上には飢えたところが2箇所あり，1箇所はアフリカで，もう

1箇所は日本である，アフリカの飢えは物質的であり，日本の飢えは精神的である。」と，

厳しく日本を見ています。

国連人種差別撤廃委員会は，依然として残る差別の状況への懸念，ヘイトスピーチの禁止

などの勧告をしています。

また，日本国憲法や日本が締結国となっている国際文書（人種差別撤廃条約や子どもの権

利条約など）の規定を国内法体系内で実施するよう指摘を受けていますが，日本の人権状況

は，部落差別をはじめ沖縄・アイヌ・在日韓国・朝鮮人に対する差別などが根強く残ってい

ます。

人権確立（人が大切にされる）の社会を作るために，人権を考える第一歩は自分をしっか

り見つめ，他者の気持ちを理解する力を強化することが重要であることがわかりました。

山下 真澄 さん

人権を考える第一歩は，自分をしっかり見つめること 【第5回人権学習会より】

※ 定員５０名。入場料無料です。

講師 山下真澄さん


